
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

教科／学年 小学 6年生 中学 3年生 

国語 3,260人 2,882人 

算数・数学 3,261人 2,879人 

英語  2,885人 

質問紙調査 3,317人 2,911人 

 尼崎市 全国 差 

国語 
67% 67% 0 pt 

9.4/14問 9.4/14問 0問 

算数 
63% 63% 0 pt 

10.0/16問 10.0/16問 0問 

←11pt 差→ ←12pt 差→ ←13.9pt 差→ ←16.3pt 差→ 

令和５年度 全国学力・学習状況調査の結果 

Ｒ５.９月 尼崎市教育委員会 

調査の目的 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、

全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育

施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校

における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善

等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関す

る継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

調査実施日・対象人数 

令和５年４月１８日（火）悉皆調査 

尼崎市及び全国の平均正答率及び平均正答数等 

小学校 

『自己肯定感』 

「自分にはよいところがあると思いますか」 
という問いに対して、肯定的に回答した児童の割合(%) 

 

「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」 
という問いに対して、肯定的に回答した児童の割合(%) 
 

尼崎市は、自己肯定感と自己有用感の高い児童が多いよ！ 

自己有用感の高い児童は、正答率も高いことが分かるね。 

『主体的・対話的で深い学び』×平均正答率 

「授業では、課題の解決に向けて、 
自分で考え自分から取り組んでいましたか」 
という問いに対して、肯定的に回答した児童の割合（％） 

 

「授業では、各教科などで学んだことを生かしながら自分
の考えをまとめる活動を行っていましたか」 
という問いに対して、肯定的に回答した児童の割合（％） 

 

90％超え！ 

自分の考えを持って授業に取り組んだり、各教科で学ん

だことを活かしたりして学習に取り組めているね！ 

←10.7pt 差→ ←12.2pt 差→ 

『自己有用感』×平均正答率 

【国語】 「言葉の特徴や使い方」をみる問題では全国を上回っ

ていましたが、「書くこと」の分野で、「図表やグラフなどを用い

て、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することがで

きるかどうか」をみる問題で課題がありました。 

【算数】 「数と計算」の分野では全国を上回っていましたが、

「図形」の分野で、「台形の意味や性質について理解している

かどうか」をみる問題で課題がありました。 
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(%) 

 

(%) 

 

質問紙調査で、肯定的に答えた児童生徒の割合が高い項目や、経年での比較、そしてそれぞれの項目で肯定的・否定

的に答えた児童生徒と正答率の関係に着目しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 尼崎市 全国 差 

国語 
66% 70% -4 pt 

10.0/15問 10.5/15問 0.5問 

数学 
48% 51% -3 pt 

7.2/15問 7.6/15問 0.4問 

英語 
41% 46% -5 pt 

7.0/17問 7.7/17問 0.7問 

中学校 

『学習習慣』×平均正答率 

「家で自分で計画を立てて勉強していますか」 
という問いに対する生徒の回答の割合(%) 

 
←7pt 差→ 

←9pt 差→ 

←8.5pt 差→ 

「読書は好きですか」という問いに対する 
生徒の回答の割合(%) 
 ←12.2pt 差→ 

←9.3pt差→ 
←8.2pt差→ 

授業の予習や

復習など家庭

学習が大切っ

てことなんだ

ね！ 

本を読むこと

と学力って深

い関係がある

んだね！ 

『主体的・対話的で深い学び』×平均正答率 

「授業では、各教科などで学んだことを生かしな
がら自分の考えをまとめる活動を行っていました
か」という問いに対して、肯定的に回答した生徒
の割合(%) ←10.3pt 差→ 

←13.2pt 差→ 
←11pt 差→ 

授業で、各教

科で学んだこ

とを生かして

自分の考えを

まとめる活動

が増えている

ね。 

【国語】 「言葉の特徴や使い方」をみる問題では全国を上回って

いましたが、「我が国の言語文化」の分野で、「歴史的仮名遣いを

現代仮名遣いに直して読む」問題と、「古典の原文と現代語の文

章とを対応させて内容を捉えること」をみる問題では課題がありま

した。 

【数学】 「データの活用」の分野で、「累積度数（度数分布表で最

小の階級から各階級までの度数の総和を表したもの）の意味を理

解しているか」をみる問題では課題がありました。 

【英語】 「聞くこと」の分野で、「道案内や買い物の場面における会

話文を聞いて、情報を正確に聞き取ることができているか」をみる

問題では課題がありました。 
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